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地域づくり協議会「みよし」は、課題解決型の市民グループで、手作りプロジェクト、準備委員会を
経て、平成23年４月24日に設立しました。
現在、4５名の会員が『みつけよう よき人の和と しぜんの恵み』をスローガンに、３つのグルー

プでそれぞれ課題解決のための地域づくり活動を行なっています。
また、平成24年４月より旧滝田公民館を『みよし交流館』と名付けて管理を行っています。施設利用

者の利便性向上のため、会員が少しずつ整備しながら運営しており、三芳内外の多くの人が利用する交
流の拠点になっています。 会員募集は随時、行っています。

旧滝田公民館を借り受け、平成24年4月から

管理・運営しています。施設の運営費や管理費

は会員や利用者の協力から遣り繰りしています。

三芳や南房総を中心にたくさんの人が交流で

きる場となれるよう『みよし交流館』と名付け

ました。

みよし交流館では、『みよちゃん』が開催さ

れているほか、子育てママグループや健康増進

サークルなどが活動の場として多く利用し、交

流の場となっています。定期的な草刈りや、老

朽化した設備の改修工事、キャンプサイトのベ

ンチテーブルを新規作製しました。

【チーム夢楽人（むらびと）】
南房総市に合併し様々な行事が姿を消す中、三芳

の人たちが集まれる賑わい創出づくりの活動をして
います。
これまで、９回にわたり『まほろば夢楽まつり』

を計画、開催しました。

【資源班】
歴史や文化、環境など、三芳の資源をテーマに

活動しているグループです。
三芳分庁舎や農村センター、夢咲き通りの植え

込みなどの整備行っています。
また、『みよし探訪』では三芳の歴史や伝説の

ゆかりの地を巡り、歴史を深め、三芳の魅力を発
信しています。地域の皆さんの知恵を借りながら、
学びの企画づくりをしています。

【やんべぇかい】
幼稚園児から小学生までを対象に子どもたちの

交流の場として『となりのみよちゃん』と『親子
でみよちゃん』を開催しています。みよし交流館
を会場に、子ども同士の交流、世代間交流、地域
間交流をテーマに活動しています。
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地域づくり協議会「みよし」の資源班

では、 3月11日（土）三芳分庁舎周辺の

梅とサルスベリの剪定をしました。

剪定が終わると、植木に絡まったツル

や通行の邪魔になっていた

枝も取り除き、とても

きれいになりました。

地域づくり協議会「みよし」の活動紹介



報告会はインターネット配信(オンデマンド配信)しています

https://www.facebook.com/gogo.miyoshi
南房市ホームページ内のみんみんネットにも掲載されます

地域づくり協議会「みよし」ＦＢ 検索

https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000018264.html

令和4年度に大学生と大学教員が地域の住民やNPO、企業、行政とともに地域の
課題解決または地域づくりに取り組み、地域の活性化及び地域の人材育成につなげ
ようとした域学協働の取り組みについての成果を発表しています。

令和4年度南房総市産学協働地域活力創造事業南房総市ホームページ
南房総市HP

３月17日から22日まで、三芳農村環境改善
センターで、千葉大学、千葉工業大学と南房
総市で取り組んだ産学協働地域活力創造事業
の活動成果報告のパネル巡回展示が開催され
ました。

市民提案型まちづくりチャレンジ事業「チャレンジコース」の活動発表会が３月２１日（火）に、

とみうら元気倶楽部で行われました。

三芳地区からは「三芳・方言の会」の「方言もいいやでプロジェクト」、「里山素材研究所」の

「竹材を利用したサスティナブルなビ二ールハウス建設事業」について活動発表がありました。

審査員の方からは、これまでの活動がどのように生かされていくか、展開が楽しみだという評価を

いただき、今後の活動についてのアドバイスもありました。チャレンジコースに参加した団体は9団体

あり、どの団体も工夫をして地域や団体と連携して活動していました。

※市民提案型まちづくりチャレンジ事業とは、市

民と行政の相互の信頼関係に基づいた協働のまち

づくりを推進する事業の一環として、自発的に公

益的な活動に取り組んでいる市民活動団体を応援

する制度です。
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